
今昔物語集『羅城門』定期テスト対策問題　解答・解説

■ 解答・解説

問1 ①「静まる」＝（人通りが）静かになる・おさまる。／④「まどへ（ば）」＝うろたえる・あわてふた

めく（ので）。

動詞「惑ふ」は「分別を失ってうろたえる・あわてる」の意。突然刀を抜いた盗人に詰め寄られ、老婆が動

転している場面である。

問2 ②「やはら」＝そっと・静かに。気づかれないよう静かに門の上によじ登った様子を表す。／⑦「奪ひ

取りて」＝（むりやり）奪い取って。盗人が死人の衣・老婆の衣・抜き取った髪を強引に取り上げたことを

いう。

問3 「火ほのかにともしたり」＝火（明かり）がかすかにともしてある。「ほのかなり」は「ぼんやりとか

すかである」の意。暗い門の上層に、わずかな灯がともっている不気味な情景を表す。

問4 「あやし」＝（ここでは）不思議だ・変だ・怪しい。門の上に灯がともっているのを見て、盗人が「変

だ」といぶかしんだ場面。／「嫗」＝年老いた女・老婆（読みは「おうな」）。／「鬘」＝かつら・添え髪

（読みは「かづら（かつら）」）。死者の髪を集めてかつらを作ろうとしている。

問5 「連子」＝連子窓（れんじまど）。細い格子（こうし）を縦または横に間を空けて並べた窓のこと。盗

人はこの格子のすき間からそっと中をのぞき見た。

問6 「けり」「ける」は過去の助動詞（「～た」「～たということだ」）。ここでは、語り手が伝え聞いた昔の

出来事を語る、説話特有の過去の回想・伝聞的な語りとして用いられている（「今は昔…けり」と昔話を語

る文体）。

問7 訳＝「これはもしかすると鬼ではないだろうか。」

係り結び＝係助詞「や」（疑問）を受けて、文末が連体形「あらむ」で結ばれている。「や（…）む」で疑問

の意を表し、「…なのだろうか」と訳す。

問8 盗人は、灯の下で死人の髪を抜く老婆の異様な姿を見て、これは「鬼」ではないかと疑った。しかし

「いや、（生きた人間ではなく）死人かもしれない」とも考え、正体を確かめるために脅してやろう（脅し

て試みむ）と思って、刀を抜いて走り寄った。＝相手が鬼か、それとも死人（＝何か）なのかを見極めよう

としたのである。

問9 「む」は意志の助動詞（「～しよう」）。「（相手が死人なら）脅して試してみよう」という盗人の意志を

表す。

心情＝はじめは「鬼ではないか」と恐れたが、相手が生身の人間かもしれないと考え直し、刀を抜いて確か

めてやろうという積極的・攻撃的な気持ちに転じている。恐怖から、相手を試そうとする強気な心理への変

化が読み取れる。

問10 「盗みせむがために」の「む」は、これからしようとすることを表す意志（または婉曲）の用法で、

「盗みをしようとして／盗みをするために」の意。一方、傍線部③「脅して試みむ」の「む」は、話し手

（盗人）自身の意志（「～しよう」）を表す。前者は「～(ん)がために」という目的を示す言い方の中で用い



られているのに対し、後者は心内文の文末で盗人の決意そのものを表している点が異なる。

※「盗みせむがために」の「む」を婉曲（～ような）ととる説明も可。

問11 「おはしまし（つる）」＝尊敬語（「あり・居り」などの尊敬表現で「いらっしゃる」の意）。「失せ給

へ（る）」＝補助動詞「給ふ」による尊敬語（「お亡くなりになる」の意）。いずれも老婆が、亡くなった人

物を高く敬って言っているもので、亡くなった人物が老婆の主人（仕えていた相手）であったことを示して

いる。

問12 訳＝「（亡くなった主人の）世話をする人がいないので、こうして（ここに）置き申し上げているので

す。」

「奉り」は謙譲語。死んでしまった主人（老婆が仕えていた人）に対する、老婆からの敬意を表す（動作の

対象＝主人を高めている）。

問13 「給へ」は尊敬語（補助動詞「給ふ」の命令形）。敬意の方向は、老婆（話し手）から盗人（聞き手）

へ。「（どうか命を）お助けください」と、盗人を高めて懇願している会話文中の敬語である。

問14 盗人は、（朱雀大路の方に）人通りが多く、また山城の方からも大勢の人が来る足音がしたので、そ

の人たちに姿を見られまいとして（「それに見えじと思ひて」）、身を隠すために門の上層によじ登った。

問15 老婆は、抜き取った長い髪で鬘（かつら）を作ろうとしていた。亡くなった女主人の髪が背丈を超え

るほど長かったので、それを抜き取ってかつらにしようとして抜いていた、と説明している。

問16 盗人の心情は次のように変化する。最初は上層の灯りと老婆の異様な姿を見て「鬼ではないか」と恐

怖を感じる。次に「死人（の正体）かもしれない、ならば脅して試そう」と思い直し、恐れから強気・攻撃

的な態度へ転じて刀を抜き走り寄る。そして老婆の正体が生きた人間だとわかって恐怖が消えると、最後は

盗人本来の欲が表に出て、衣も髪も奪って逃げ去る。＝「恐怖 → 強気（試そうとする心） → 盗人として

の欲」という流れで変化している。

問17 老婆の論理（言い分）＝「自分の主人だった人が亡くなったが、弔い世話をする人がいないので、こ

こに置いている。その髪がたいへん長いので、抜き取って鬘（かつら）にしようとして抜いているのだ」と

いうもの。死者から髪を抜くという行為を、「（自分が）生きていくための、しかたのないこと」として正当

化している点が、後の芥川『羅生門』の主題（生きるための悪の肯定）につながる。

問18 今昔物語集では、盗人ははじめから盗みを目的に羅城門へ来た盗人であり、老婆と出会って衣と髪を

奪って逃げ去る、という結末で終わる（盗人の心理の劇的な転換は描かれない）。

一方、芥川『羅生門』では、主人公は職を失い「盗人になるかどうか」を迷う下人として描かれ、老婆の言

い分を聞いて「ならば自分が引剝ぎをしても恨むまい」と悪を働く決意を固め、老婆の着物をはぎ取って闇

の中へ姿を消す。＝芥川は、原典にない「下人の心理の変化・悪への踏み出し」を結末の中心に据えて改作

している。

問19 説話の「盗人」は、はじめから盗みをするために京へ上ってきた、すでに盗人である男として描かれ

る。これに対し、芥川『羅生門』の「下人」は、主人に暇を出されて職を失い、これから盗人になるかどう

かを迷っている、ふつうの若者として設定されている。＝「最初から悪人である盗人」と「悪に踏み出すか

どうかを迷う下人」という違いがある。

問20 ア＝今は昔　イ＝平安　ウ＝説話

『今昔物語集』は全話が「今は昔」で始まり、平安時代末期に成立したと考えられる日本最大級の説話集で



ある。天竺・震旦・本朝の三部構成で、約千余話を収める。

問21 天竺＝インド、震旦＝中国、本朝＝日本。『今昔物語集』は、インド・中国・日本に伝わる説話を集

め、三つの部に分けて収めている。

問22 （解答例）『宇治拾遺物語』『古今著聞集』『十訓抄』『発心集』『沙石集』など、いずれか一つを挙げれ

ばよい。これらは『今昔物語集』と同じく、説話（言い伝えられた短い物語）を集めた説話集である。


